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安
倍
政
権
は
、
社
会
保
障
の
か
つ
て
な
い
大
改
悪
を
進

め
て
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
安
全
・
安
心
の
医

療
や
介
護
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
中
央
社
保
協

は
、
「
社
会
保
障
は
国
の
責
任
で
す
。
だ
れ
も
が
、
お
金

の
心
配
な
く
必
要
な
医
療
・
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
」
の
安
全
・
安
心
の
医
療
介
護
署
名
に
、
来

年
の
通
常
国
会
提
出
と
参
議
院
選
挙
勝
利
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

東
京
社
保
協
は
、
こ
の
提
起
を
受
け
て
東
京
土
建
・
東

京
地
評
と
共
同
し
て
、
こ
の
国
会
請
願
署
名
に
取
り
組
み

ま
す
。

12
月
に
、
こ
の
署
名
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
各
団

体
・
地
域
で
取
り
組
み
を
開
始
し
て
下
さ
い
。

11
月
11
日
、
中
央
社
保
協
と
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
、
介

護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
の
共
催
で
「
介
護
・
認
知
症
な
ん
で

も
無
料
電
話
相
談
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
介
護
・
認
知
症
な
ん
で
も
相
談
」
は
今
回
で
５
回
目
の
実

施
で
、
16
都
道
府
県
で
実
施
し
２
５
２
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

東
京
で
は
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
東
京
支
部
の
２
人
を

含
め
延
べ
15
人
の
相
談
員
が
、
朝
10
時
か
ら
18
時
ま
で
相
談
に

対
応
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
昼
の
首
都
圏
ニ
ュ
ー
ス
で
「
電
話
相
談
」

が
紹
介
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
は
電
話
が
鳴
り
続
け
、
合
計
68
件

の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

電
話
相
談
の
９
割
は
家
族
か
ら
の
相
談
で
、
「
特
養
の
入
所

基
準
が
要
介
護
３
以
上
に
な
り
、
要
介
護
２
以
下
は
対
象
か
ら

外
さ
れ
、
や
む
な
く
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
が
費
用
が

高
す
ぎ
て
払
い
き
れ
な
い
」
や
「
両
親
の
年
金
は
入
所
費
用
に

消
え
、
自
分
自
身
も
障
害
が
あ
り
、
経
済
的
に
苦
し
い
。
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
」
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
改
悪
に
よ
る
深
刻

な
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



中
野
社
保
協
は
11
月
５
日
、
「
貧

困
支
援
」
「
安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
保
険
・
国
保
」
の
２
つ
の
テ
ー

マ
で
、
中
野
区
と
対
話
集
会
を
開
催

し
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

貧
困
支
援
の
課
題
で
は
、
中
野
区

の
就
学
援
助
が
争
点
に
な
り
ま
し
た
。

区
は
、
認
定
基
準
を
生
活
保
護
基
準

の
１
・
２
倍
か
ら
１
・
１
５
倍
に
引

き
下
げ
、
国
の
生
活
扶
助
基
準
の
引

き
下
げ
と
合
わ
せ
、
14
年
度
で
小
学

生
99
人
、
中
学
生
46
人
、
15
年
度
は

小
学
生
１
３
６
人
、
中
学
生
65
人
が

就
学
援
助
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
中
野
区
は
、
区
の
生
活
保
護
率

が
増
加
し
て
い
る
な
ど
貧
困
が
進
む

中
で
の
「
基
準
引
き
下
げ
」
の
妥
当

性
を
説
明
で
き
ず
、
「
予
算
な
ど
総

合
的
判
断
で
理
解
し
て
い
た
だ
く
し

か
な
い
」
と
逃
げ
ま
し
た
。

区
の
財
政
は
、
14
年
度
は
区
政
史

上
最
大
の
44
億
円
の
黒
字
で
、
積
立

基
金
は
５
２
７
億
円
に
膨
れ
上
が
り

ま
し
た
。
社
保
協
は
「
区
民
の
実
態

を
つ
か
み
、
区
民
の
た
め
に
予
算
を

回
す
べ
き
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

介
護
・
国
保
の
課
題
で
は
、
要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が

「
４
月
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
は
利
用
で
き

な
い
と
事
業
者
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
」

と
発
言
。

区
は
、
要
支
援
者
の
介
護
保
険
は

ず
し
の
受
け
皿
と
な
る
「
総
合
事
業
」

に
つ
い
て
、
「
家
事
援
助
だ
け
な
ら

資
格
の
な
い
主
婦
で
も
で
き
る
」
と

発
言
し
ま
し
た
。
社
保
協
は
、
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
専
門
的
援

助
が
必
要
だ
と
指
摘
。
合
わ
せ
て
、

高
す
ぎ
る
国
保
料
、
滞
納
に
よ
る
差

押
え
の
激
増
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。

（
事
務
局
長

塚
本

晴
彦
）

、
練
馬
社
保
協
は
11
月
７
日
、
東
京

土
建
練
馬
支
部
会
館
で
第
15
回
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
寺
井
副

会
長
は
、
「
安
倍
政
権
の
暴
走
は
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
戦

争
法
の
強
行
を
は
じ
め
、
社
会
保
障

の
大
改
悪
、
沖
縄
の
新
基
地
建
設
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
と
財
界
の
た
め
な
ら
国
民
を
無
視

し
、
憲
法
違
反
も
い
と
わ
ず
、
な
り

ふ
り
構
わ
な
い
異
常
ぶ
り
で
す
。
今

こ
そ
社
保
協
の
出
番
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
「
社
会
保
障

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
と
題
し
て

寺
川
東
京
社
保
協
事
務
局
長
が
講
演

し
ま
し
た
。

総
会
討
論
で
は
、
医
療
・
介
護
・

年
金
を
め
ぐ
る
情
勢
を
背
景
と
し
た

対
区
交
渉
の
取
り
組
み
な
ど
を
中
心

に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
部
事
務
局
長
か
ら
、
憲
法
25
条

を
活
か
す
運
動
を
柱
に
、
地
域
の
社

会
保
障
拡
充
の
取
り
組
み
方
針
と
事

務
局
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
提
起
さ

れ
、
全
員
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

（
事
務
局
長

阿
部

弘
明
）

西
多
摩
社
保
協
は
10
月
13
日
か
ら

22
日
、
高
齢
者
医
療
、
年
金
、
国
保

問
題
な
ど
を
中
心
に
西
多
摩
８
自
治

体
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
み
、
延

べ
１
１
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
財
源
問
題
と
世
代
間
の
公
平
を

理
由
に
助
成
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

年
金
問
題
で
は
、
制
度
は
国
が
所
管

で
、
自
治
体
の
無
年
金
者
の
把
握
は

必
要
な
い
。
制
度
改
善
は
、
全
国
都

市
国
民
年
金
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

の
で
国
に
対
す
る
要
望
は
考
え
て
い

な
い
。
国
保
問
題
で
は
、
財
源
は
保

険
料
と
国
・
都
の
負
担
が
基
本
で
、

残
り
は
受
益
者
負
担
が
当
然
。
税
の

公
平
性
（
社
会
保
険
加
入
者
の
保
険

料
二
重
負
担
）
か
ら
、
一
般
会
計
の

法
定
外
繰
入
は
好
ま
し
く
な
い
。
と

い
う
の
が
各
自
治
体
共
通
の
回
答
で

し
た
。

こ
う
し
た
中
、
羽
村
市
が
社
労
士

資
格
を
持
つ
年
金
相
談
員
を
市
民
課

に
配
置
し
、
障
害
年
金
を
中
心
に
相

談
窓
口
を
週
３
回
開
設
し
、
年
金
受

給
に
結
び
つ
け
る
業
務
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
次
長

宮
田

和
志
）
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11
月
７
日
、
「
介
護
に
笑
顔
と
希
望
を
」

学
習
決
起
集
会
が
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

で
開
催
さ
れ
、
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
全
日
本
民
医
連
の
林
泰
則
事
務

局
次
長
の
「
介
護
保
険
制
度
改
革
を
め
ぐ
る

動
向
」
の
学
習
講
演
を
受
け
、
中
央
社
保
協

前
沢
事
務
局
次
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

「
介
護
保
険
改
定
で
利
用
者
・
事
業
者
・
労

働
者
は
？
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
、
利
用
者
を
代
表
し
て
東
京

の
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の
松
下
よ

り
子
さ
ん
、
労
働
の
現
場
か
ら
東
京
さ
く
ら

福
祉
会
の
本
間
則
子
さ
ん
、
事
業
者
の
立
場

か
ら
社
会
福
祉
法
人
「
泉
湧
く
家
」
理
事
長

の
宮
長
定
男
さ
ん
の
３
人
が
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
介
護
の
現
状
と
介
護
改
善
の

課
題
を
提
起
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
「
地
域
で
行
っ
た
、
訪

問
に
よ
る
介
護
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
、

地
域
か
ら
介
護
保
険
制
度
を
変
え
る
取
り
組

み
」
（
八
王
子
社
保
協
）
、
「
介
護
現
場
の

深
刻
な
実
態
は
労
使
交
渉
だ
け
で
は
解
決
し

な
い
、
労
使
が
共
に
国
に
声
を
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
」
（
福
保
労
）
な
ど
10
人
発
言
し

ま
し
た
。

討
論
を
受
け
、
「
安
全
・
安
心
の
介
護
を

求
め
、
利
用
者
・
家
族
・
事
業
者
・
労
働
者

が
と
も
に
声
を
上
げ
よ
う
」
と
確
認
し
ま
し

た
。集

会
後
、
御
茶
ノ
水
駅
で
２
カ
所
に
分
か

れ
て
宣
伝
・
署
名
に
取
り
組
み
、
56
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
杉

並
公
会
堂
で
「
第

27

回
東
京
高
齢
者

の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
戦
争
す
る
国

に
さ
せ
な
い
、
い

の
ち
輝
く
未
来
の
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
来
年
東
京
で
開
催
さ
れ
る
、
第
30
回
日

本
高
齢
者
大
会
成
功
に
む
け
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
集
会
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ど
い
に
は
、
約

８
０
０
人
が
参
加
し
前
回
の
つ
ど
い
の
倍
の

参
加
者
で
成
功
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
「
多
く
の
団
体
が
共
同

し
、
全
て
の
地
域
に
地
域
実
行
委
員
会
を
作

り
第
30
回
日
本
高
齢
者
大
会
を
延
べ
１
万
人

の
参
加
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
参

加
者
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。
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東
京
社
保
協
は
加
盟
９
団
体
と
共
同
で
、
「
子
育
て
支
援

の
た
め
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
拡
充
と
子
ど
も
の
保
険

料
軽
減
を
求
め
る
」
陳
情
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
も
と
で
、
子
育
て
支
援
の
拡
充

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
子
育
て
世
代
は
「
貧
困
と
格
差
」
が

広
が
る
中
で
、
仕
事
や
子
育
て
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
施
策
の
拡
充

は
少
子
化
対
策
の
重
要
施
策
で
す
。

ま
た
、
国
保
は
稼
働
所
得
の
な
い
子
ど
も
か
ら
も
保
険
料

を
取
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
度
の
23
区
の
均
等
割
額
は

４
４
７
０
０
円
に
も
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
制
度
・
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減

制
度
は
、
全
国
知
事
会
も
「
子
育
て
支
援
の
視
点
か
ら
の
子

ど
も
に
係
る
保
険
料
（
均
等
割
）
の
軽
減
や
、
地
方
の
自
主

的
な
取
り
組
み
を
阻
害
し
て
い
る
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国

庫
負
担
の
減
額
措
置
の
廃
止
等
」
の
緊
急
要
請
が
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
陳
情
署
名
は
、
東
京
都
と
し
て
も
強
く
国
に
制
度

創
設
を
求
め
る
と
同
時
に
、
制
度
が
で
き
る
ま
で
待
つ
の
で

は
な
く
、
都
独
自
の
助

成
を
求
め
る
た
め
の
も

の
で
す
。

来
年
６
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
第
２
回
都
議

会
定
例
会
で
の
審
議
を

め
ざ
し
、
第
１
次
署
名

集
約
を
１
月
下
旬
（
第

１
回
定
例
会
前
）
と
し
、

最
終
的
に
は
６
月
ま
で

集
約
し
ま
す
。
署
名
用

紙
は
12
月
初
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。
各
団

体
・
地
域
で
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。
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